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ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
「
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

村
野
藤
吾
建
物
群
」
の
選
定
に
つ
い
て

橋
　
寺
　
知
　
子

は
じ
め
に

　

２
０
１
９
年
度
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
村
野
藤
吾
設
計
に
よ
る
建
物
群
が
、

ド
コ
モ
モ
ジ
ャ
パ
ン（D

ocom
om

o Japnan

）
に
よ
っ
て
、
日
本
を
代
表
す
る
モ
ダ

ン
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
所
産
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
ド
コ
モ
モ

と
は
何
か
、
選
定
さ
れ
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
群
の
特
色
に
つ
い
て
記
す
。

ド
コ
モ
モ
と
は
？

　

ド
コ
モ
モ（
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
）と
い
う
団
体
の
名
称
は
、建
築
や
都
市
に
関
心

の
あ
る
方
で
な
け
れ
ば
、聞
き
な
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。英
語
で
、D

ocum
entation 

and 
Conservation 

of 
buildings, 

sites 
and 

neighborhoods 
of 

the 

M
odern M

ovem
ent

の
略
称
で
あ
り
、「
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る

建
物
と
環
境
形
成
の
記
録
調
査
お
よ
び
保
存
の
た
め
の
国
際
組
織
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
。

　

ド
コ
モ
モ
は
、
１
９
８
８
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
結
成
さ
れ
た
国
際
学
術
組
織
で
、

20
世
紀
の
建
築
に
お
け
る
重
要
な
潮
流
で
あ
っ
た
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
歴

史
的
・
文
化
的
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
成
果
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に

か
か
わ
る
現
存
建
物
・
環
境
の
保
存
を
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
は
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
実
務
に
携
わ
る
建
築
家
や
都
市
計
画
家
、
行
政
関

係
者
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
人
々
が
参
加
し
て
い
る
。
１
９
９
０
年
か
ら
2
年
に

一
度
、
総
会
（
国
際
会
議
）
が
開
か
れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
の
保
存
な
ど
に
関

し
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
議
論
が
な
さ
れ
る
。
現
在
、
世
界
中
の
国
々
に
64
の
支

部
（w

orking party

）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
コ
モ
モ
の
日
本
支
部
が
、
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
（D

O
CO

M
O

M
O

 Japan

）

で
あ
る
（
（
（

。
１
９
９
８
年
、
ド
コ
モ
モ
本
部
の
要
請
に
応
え
て
、
日
本
建
築
学
会
の

建
築
歴
史
・
意
匠
委
員
会
の
も
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
け
ら
れ
、
活
動

を
開
始
し
、
２
０
０
０
年
に
正
式
に
支
部
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
ド
コ
モ
モ
・
ジ

ャ
パ
ン
の
大
事
な
活
動
の
一
つ
に
、「
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の

建
築
の
選
定
」
が
あ
る
。
選
定
を
通
し
て
、
日
本
の
優
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を

発
信
し
、
保
存
の
進
展
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
に
20
の
建
築
物
を
選

定
し
て
展
覧
会
を
開
催
、
２
０
０
３
年
に
は
80
作
品
を
加
え
、「
１
０
０
選
」
を
発

表
し
た
。
近
年
は
、
毎
年
度
10
件
前
後
の
建
築
物
を
選
定
し
、
２
０
２
０
年
3
月
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現
在
、
選
定
建
築
物
は
２
２
６
件
を
数
え
る
。
今
年
２
０
２
０
年
9
月
に
は
、
第

16
回
の
総
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
で
の
開
催
は
、
２
０
１
４
年
の
韓

国
・
ソ
ウ
ル
で
の
開
催
（
第
13
回
）
に
次
い
で
2
回
目
と
な
る
。
世
界
各
地
か
ら

研
究
者
や
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
集
ま
り
、
日
本
の
選

定
建
築
物
も
注
目
さ
れ
る
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
選
定
す
る
「
日
本
の
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
建

築
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
」
と
言
え

ば
、
矩
形
で
装
飾
が
な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
、
地
域
性
よ
り
も
世
界
的
に
共
通
性
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
建
築
が
想
像
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
２
２
６
件
の
選
定
建
造

物
は
か
な
り
多
彩
で
あ
る
。
建
設
年
で
は
１
９
２
０
年
代
前
半
の
自
由
学
園
明
日

館
（
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
、
１
９
２
１
年
）
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
１

９
７
０
年
代
後
半
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
住
吉
の
長
屋
（
安
藤
忠
雄
、
１
９

７
６
年
）
も
あ
る
。
構
造
・
材
料
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨
造
が
多
い

が
、
聴
竹
居
（
藤
井
厚
二
、
１
９
２
８
年
）
の
よ
う
に
木
造
住
宅
も
含
ま
れ
る
。

国
立
屋
内
総
合
競
技
場
（
国
立
代
々
木
競
技
場
）（
丹
下
健
三
、
１
９
６
４
年
）
や

駒
沢
公
園
体
育
館
（
芦
原
義
信
、
１
９
６
４
年
）
の
よ
う
な
１
９
６
４
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
群
も
あ
る
。
代
々
木
競
技
場
の
よ
う
に
挑
戦
的
な
構
造
の
も

の
も
あ
れ
ば
、
大
阪
新
歌
舞
伎
座
（
村
野
藤
吾
、
１
９
５
８
年
）
の
よ
う
に
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
和
風
を
強
く
意
識
し
た
意
匠
の
も
の
も
あ
る
。
前
述
の
聴

竹
居
は
、
日
本
の
気
候
や
起
居
様
式
を
科
学
的
に
捉
え
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
、

言
わ
ば
環
境
共
生
住
宅
で
あ
り
、
日
本
と
い
う
風
土
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

る
。
選
定
さ
れ
た
建
築
の
幅
の
広
さ
は
、
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
の
課
題
の

多
様
性
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

「
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
村
野
藤
吾
建
物
群
」

の
特
色

　

今
回
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
存
す
る
村
野
藤
吾
設
計
の
校
舎
群
は
、
ど
の

よ
う
な
点
が
評
価
さ
れ
て
選
定
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
選
定
さ
れ
た
建
築
は
、

ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
っ
て
「
記
録
・
評
価
書
」
が
作
成
さ
れ
る
。
そ
の
記

述
に
し
た
が
っ
て
、
特
色
を
改
め
て
み
て
お
き
た
い
。

　
「
記
録
・
評
価
書
」
で
は
、
ま
ず
建
築
物
の
デ
ー
タ
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
村
野
藤
吾
の
設
計
に
よ
っ
て
、
１
９
４
０
年
代
末
か
ら
１

９
８
０
年
ま
で
の
約
30
年
間
で
約
40
棟
が
建
設
さ
れ
、
２
０
１
９
年
3
月
の
段
階

で
、
25
棟
が
現
存
し
た
。
図
1
は
２
０
１
８
年
12
月
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
配
置

図
で
、
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
建
築
物
が
村
野
藤
吾
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

現
存
す
る
の
は
約
半
数
で
、
１
９
８
０
年
以
降
、
大
規
模
な
建
築
物
も
多
く
建
設

さ
れ
て
い
る
が
、
村
野
が
計
画
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ラ
ン
の
骨
格
は
保
た
れ
て

お
り
、
変
化
に
富
み
、
緑
豊
か
で
良
質
な
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
が
成
立
し
て
い
る
。

　
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
」
と
し
て
の
評
価
は
、
⑴
技
術
性
、
⑵
社
会
性
、
⑶
文

化
・
審
美
性
、
⑷
歴
史
的
背
景
の
4
点
に
整
理
さ
れ
、
記
述
さ
れ
る
。

　

鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
は
、
ま
さ
に
近
代
の
構
造
で
あ
り
、
20
世
紀

は
そ
れ
ら
の
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。「
技
術
性
」
に
関
し
て
は
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
物
群
は
多
く
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
特
に
珍
し
い
も
の
で
は

な
い
が
、
屋
根
に
シ
ェ
ル
構
造
を
用
い
た
簡
文
館
（
図
2
）
や
、
門
型
の
柱
梁
の

構
造
体
で
全
体
を
支
え
る
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
図
3
）、
16
本
の
独
立
柱

と
中
央
の
コ
ア
で
円
形
の
建
物
上
部
を
支
え
、
そ
こ
か
ら
鉄
骨
造
の
事
務
室
が
吊

り
下
げ
ら
れ
た
円
神
館
（
図
4
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
応
じ
て
、
技
術
的
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図 1　千里山キャンパスに現存する村野藤吾設計の建物

図 2　簡文館

図 3　KUシンフォニーホール
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１：簡文館（図書館）（1955 年）
２：法文研究室１号棟（1955 年）
３：第１学舎（法文学舎）２号館（1967 年）
４：第１学舎（法文学舎）３号館（1967 年）
５：法文研究室２号棟（1967 年）
６：岩崎記念館（大学院新学舎）（1974 年）

11：第４学舎１号館（1960 年）
12：第４学舎２号館（1964～69 年）
13：第４学舎２号館大教室棟（1964 年）
14：誠之館２号館（1962 年）
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17：誠之館３号館和室（1963 年）
18：誠之館３号館新館（1968 年）
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８：経済学部商学部研究棟（社会学部研究室）（1968 年）
９：第２学舎３号館（1967 年）
10：円神館（専門図書館）（1964 年）
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22：景風館（1955 年）
23：一中校舎 1号館（第一中学校校舎）（1957 年）
24：一高校舎３号館（高中理科特別教室）（1966 年）
25：一高校舎１号館（第一高等学校新校舎）（1980 年）

図 4　円神館

図 5　第 1学舎 2号館
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な
提
案
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
社
会
性
」
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
や
周
辺
環
境
に
意
味
が
あ
る
。

大
正
期
以
降
、
都
心
か
ら
郊
外
へ
伸
び
る
私
鉄
沿
線
に
は
、
郊
外
住
宅
地
や
学
校

な
ど
の
文
教
施
設
、
良
好
な
行
楽
地
が
作
ら
れ
、
新
し
い
暮
ら
し
方
の
提
案
が
な

さ
れ
、
近
代
の
文
化
的
景
観
が
形
成
さ
れ
た
。
現
在
の
阪
急
千
里
線
は
、
北
大
阪

電
鉄
と
し
て
１
９
２
１
年
に
十
三

－

千
里
山
間
が
、
１
９
２
５
年
に
は
天
神
橋

－

淡
路
間
が
開
通
し
た
。
商
都
大
阪
の
後
背
地
で
あ
る
千
里
山
丘
陵
一
帯
は
、
近
代

に
開
発
さ
れ
た
大
阪
の
郊
外
の
一
つ
で
あ
る
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
北
に
は
、

北
大
阪
電
鉄
の
開
通
に
応
じ
て
開
発
さ
れ
た
千
里
山
住
宅
地
や
花
壇
町
の
住
宅
地

が
あ
り
、
現
在
の
第
3
学
舎
・
一
高
一
中
エ
リ
ア
は
、
千
里
山
遊
園
と
呼
ば
れ
た

行
楽
地
だ
っ
た
場
所
で
、
今
も
そ
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
。
１
９
２
２
年
の
関
西

大
学
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
以
来
の
歴
史
を
継
承
し
つ
つ
、
今
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
成
立
し
て
い
る
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
比
較
的
開
放
的
な
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
で
あ
り
、
近
隣
に
お
住
い
の
方
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
散
歩
す
る
風
景
も
見
ら

れ
る
。
地
域
社
会
と
共
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
文
化
・
審
美
性
」
に
関
し
て
は
、
建
物
群
の
意
匠
の
多
様
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

設
計
者
・
村
野
藤
吾
は
、
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
作
品

は
複
数
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
ド
コ
モ
モ
に
も
す
で
に
数
多
く
選
定
さ
れ

て
い
る
。
村
野
の
建
築
は
一
つ
の
型
に
は
ま
ら
ず
、
モ
ダ
ン
な
矩
形
の
も
の
も
あ

れ
ば
和
風
建
築
も
あ
り
、
細
部
を
見
る
と
、
タ
イ
ル
貼
り
、
搔
き
落
と
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
な
ど
、
建
物
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
も
多
様
で
、
階
段
や
ス
ロ
ー

プ
、
窓
な
ど
の
開
口
部
の
デ
ザ
イ
ン
・
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
群
は
、
ま
さ
に
そ
の
多
様
さ
を
示
し
て
い
る
。
初
期

に
手
掛
け
た
大
学
院
学
舎
や
一
高
校
舎
（
図
6
）
な
ど
は
白
い
壁
に
ス
パ
ニ
ッ
シ

図 6　1959年の千里山キャンパス
右下に一高・一中校舎が見える。その左側の樹木が茂るエリアも含めて千里山遊園の跡地である。第 1学舎とグラウンド、第 2学舎が左上に見える。
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置
で
、
統
一
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
も
の
が
多
い
。
一
方
、
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
一
つ
と
し
て
同
じ
建
物
は
な
い
。
こ
れ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
批
判
的
に

な
る
１
９
７
０
年
代
以
降
の
理
念
や
考
え
方
に
近
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
時
代
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
事
例
と
比
較
し
た
時
、
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
の
よ
う
な
解
答
は
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

村
野
藤
吾
は
数
多
く
の
建
築
を
生
み
出
し
、
多
く
の
作
品
が
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
、
約
30
年
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
敷
地
に
か
か

わ
り
続
け
た
事
例
は
そ
う
多
く
な
い
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
土
地
の
買
収
に
不

確
定
な
要
素
が
多
く
あ
り
、
全
体
計
画
を
立
案
し
に
く
い
状
況
だ
っ
た
と
推
察
で

き
る
。
ま
た
敷
地
は
起
伏
に
富
み
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
高
低
差
は
30
ｍ
ほ
ど
あ
る
。

設
計
す
る
の
に
楽
な
敷
地
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
難
し
い
条
件
の
も
と
で
、
整

合
性
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
村
野
藤
吾
の
手
腕
と
努
力

が
感
じ
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
難
し
さ
を
い
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
手
が
か
り
や
特

徴
へ
と
昇
華
さ
せ
、
長
い
時
間
を
か
け
て
環
境
形
成
を
図
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
―
選
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
選
定
建
築
物
に
な
っ
て
も
、
何
か
特
別
な
こ
と
が
起

こ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
、
選
定
の
証
に
重
い
金
属

製
の
プ
レ
ー
ト
が
所
有
者
に
贈
呈
さ
れ
る
。
２
０
１
９
年
12
月
7
日
、
プ
レ
ー
ト

の
贈
呈
式
と
、
選
定
を
記
念
し
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の

Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
副
代
表

で
あ
る
山
名
善
之
氏
（
東
京
理
科
大
教
授
）
か
ら
、
池
内
啓
三
関
西
大
学
理
事
長

へ
手
渡
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
は
、
建
物
群
の
価
値
を
讃
え
、
継
承
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
（
図
9
）。

ュ
瓦
の
勾
配
屋
根
で
「
学
園
」
の
雰
囲
気
を
持
つ
。
１
９
５
０
年
代
以
降
は
タ
イ

ル
を
よ
く
用
い
、
第
1
学
舎
（
図
5
）、
第
2
学
舎
で
は
赤
褐
色
の
タ
イ
ル
張
り
の

建
物
が
多
い
。
簡
文
館
で
は
柱
梁
形
を
表
し
、
要
所
に
モ
ザ
イ
ク
が
み
ら
れ
る
。

第
4
学
舎
（
図
7
）
は
、
建
設
当
初
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
柱
梁
に
白
い

大
判
の
タ
イ
ル
張
り
、
第
3
学
舎
（
図
8
）
は
柱
梁
は
表
さ
れ
ず
、
白
い
タ
イ
ル

張
り
…
と
い
う
風
で
あ
る
。
意
匠
は
一
見
バ
ラ
バ
ラ
な
よ
う
で
、
学
舎
ご
と
、
あ

る
い
は
建
物
種
別
に
応
じ
て
相
互
に
関
連
を
も
つ
。
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
、
変

化
さ
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
歴
史
的
背
景
」
と
し
て
は
、
１
９
５
０
年
代
か
ら
60
年
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
デ

ザ
イ
ン
に
お
け
る
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
村
野
藤
吾
の
仕
事
は
、
戦
後
の
大
学
整
備
・
拡
充
に
関

わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
、
日
本
各
地
で
同
様
の
整
備
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
多
く
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
理
念
や
方
法
に
基
づ
き
、
比
較
的
整
然
と
し
た
建
物
配

図 7　第 4学舎 2号館

図 8　第 3学舎 1号館
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贈
呈
式
に
先
立
ち
、
原
田
純
子
先
生
の
ご
指
導
で
、
人
間
健
康
学
部
学
生
に
よ

る
ダ
ン
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。「
Ｍ
の
質
感
」、「
丘
陵
を
望
み

て
」
と
題
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
先
生
と
学
生
た
ち
が
実
際
に
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
を
歩
き
、
ま
た
関
連
資
料
を
読
ん
で
浮
ん
だ
情
景
や
建
設
に
関
わ
っ
た

人
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
で
あ
る
。
建
築
を
モ
ノ
と
し
て
分
析
し
て
し
ま
う
建

築
の
世
界
の
人
間
と
は
異
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
理
解
の
表
現
で
あ
り
、
非
常
に
興
味

深
か
っ
た
。

　

山
名
善
之
氏
は
国
立
西
洋
美
術
館
が
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
作
品
群
と
し
て
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
ド
コ
モ
モ
は
、
世
界

遺
産
の
選
定
等
に
助
言
や
意
見
を
与
え
る
役
割
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
知
見
を
も
と

に
、「
近
現
代
建
築
と
世
界
遺
産
」
と
題
し
、
山
名
氏
に
は
ド
コ
モ
モ
と
は
何
か
、

そ
し
て
近
現
代
建
築
の
価
値
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ

ン
事
務
局
長
の
大
宮
司
勝
弘
氏
（
東
京
家
政
学
院
大
学
助
教
）
か
ら
は
、
ド
コ
モ

モ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
活
動
と
、
関
西
の
ド
コ
モ
モ
選
定
建
造
物
の
紹
介
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
橋
寺
か
ら
は
、
今
回
選
定
さ
れ
た
建
物
群
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

贈
呈
式
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
は
、

予
想
外
に
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
村
野
藤
吾
や
近
代
建
築
フ
ァ

ン
の
方
も
多
い
が
、
卒
業
生
の
方
も
参
加
さ
れ
、
学
生
時
代
の
思
い
出
の
シ
ー
ン

を
今
日
大
き
く
変
化
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
に
垣
間
見
た
り
、
在
学
当
時
は
意

識
せ
ず
、
ご
く
日
常
的
だ
っ
た
場
所
が
村
野
藤
吾
の
作
品
だ
っ
た
こ
と
を
再
発
見

し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

近
現
代
の
建
築
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
、
あ
ま
り
に
も
身
近
す

ぎ
る
の
か
、
そ
の
価
値
は
意
識
し
に
く
い
。
だ
が
、
た
と
え
建
設
か
ら
50
年
で
も
、

そ
れ
に
応
じ
た
歴
史
が
あ
り
、
設
計
し
た
人
や
暮
ら
し
た
人
の
工
夫
や
思
い
、
記

憶
が
宿
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
継
承
し
つ
つ
、
今
日
的
な
魅
力
も
あ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
1
）	

ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
ド
コ
モ
モ
の
取
り
組
み
や
選
定

建
築
物
の
リ
ス
ト
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w

.docom
om

ojapan.

com
/

（
は
し
て
ら
・
と
も
こ　

関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部
）

図 9　贈呈されたプレート


